
平成31年臨床研修修了者アンケート調査
結果概要
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配布対象者 回収数 回収率

7,918 6,806 86.0%
（参考H30）

8,092 6,523 80.6%

男性 女性 無回答

人数 割合 人数 割合 人数 割合

4,223 62.0% 2,281 33.5% 302 4.4%

【臨床研修を行った病院】

病院の種別 人数 割合 （参考H30）

大学病院 2,771 40.7% 2,576
臨床研修病院 3,958 58.2% 3,826

無回答 77 1.1% 121

地域

出身大学
臨床研修を行った

主たる病院

人数 割合 人数
割合（出身大学

割合との差）

北 海 道 250 3.7% 241 3.5%（-0.2）
東 北 555 8.2% 464 6.8%（-1.4）
関 東 信 越 2,221 32.6% 2,520 37.0%（+4.4）
東 海 北 陸 873 12.8% 910 13.4%（+0.6）
近 畿 973 14.3% 1,149 16.9%（+2.6）
中 国 四 国 898 13.2% 667 9.8%（-3.4）
九 州 930 13.7% 827 12.2%（-1.5）
認 定 ・ 予 備 試 験 43 0.6% － －
無 回 答 63 0.9% 28 0.4%

＜調査概要＞
対象者：平成31年3月末までに臨床研修を修了予定の研修医●,●●●名
調査方法：厚生労働省より自記式質問票を送付し、地方厚生局へ提出。
調査期間：平成31年3月1日～3月末日（地方厚生局への提出期限：平成31年●月●日）

※以下、（参考H30）とあるのは、平成30年の調査結果
（平成30年3月研修修了者対象）

平成31年臨床研修修了者アンケート調査結果

＜回収状況＞

【性別】

＜回答者の基本属性＞
【出身大学・臨床研修を行った主たる病院の所在地域】
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地域枠入学者の割合（医学部所在地別）
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10.5%

12.0%

51.3%

18.8%

1.1%

15.0%

0.0%

30.0%

2.7%

32.7%

11.2%

5.8%

1.0%

3.6%

6.8%

10.3%

19.5%

7.3%

12.4%

29.5%

16.9%

28.6%

11.3%

2.5%

28.6%

87.7%

86.0%

48.7%

81.3%

96.7%

84.0%

99.0%

67.8%

95.9%

66.7%

86.7%

93.5%

99.0%

94.4%

91.8%

87.2%

77.0%

92.1%

85.4%

67.0%

81.9%

67.1%

88.7%

95.8%

70.4%

1.7%

2.0%

0.0%

0.0%

2.2%

1.0%

1.0%

2.2%

1.4%

0.6%

2.0%

0.6%

0.0%

2.1%

1.4%

2.6%

3.4%

0.6%

2.2%

3.4%

1.2%

4.3%

0.0%

1.7%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=6,806)

北海道

(n=250)

青森県

(n=78)

岩手県

(n=96)

宮城県

(n=91)

秋田県

(n=100)

山形県

(n=100)

福島県

(n=90)

茨城県

(n=73)

栃木県

(n=159)

群馬県

(n=98)

埼玉県

(n=155)

千葉県

(n=97)

東京都

(n=1,098)

神奈川県

(n=292)

新潟県

(n=78)

富山県

(n=87)

石川県

(n=165)

福井県

(n=89)

山梨県

(n=88)

長野県

(n=83)

岐阜県

(n=70)

静岡県

(n=97)

愛知県

(n=356)

三重県

(n=98)

地域枠入学 地域枠入学以外 無回答

7.1%

2.0%

5.4%

6.6%

21.6%

25.0%

18.9%

17.9%

7.2%

12.0%

18.0%

16.0%

10.5%

13.6%

17.9%

5.9%

4.2%

13.2%

4.3%

14.3%

21.8%

17.6%

8.2%

0.0%

91.1%

97.4%

92.5%

92.1%

77.3%

75.0%

80.0%

78.6%

91.7%

86.0%

82.0%

84.0%

88.4%

86.4%

78.9%

92.8%

95.8%

85.7%

94.7%

84.5%

78.2%

80.6%

91.8%

97.7%

1.8%

0.7%

2.1%

1.3%

1.1%

0.0%

1.1%

3.6%

1.1%

2.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

3.2%

1.3%

0.0%

1.1%

1.1%

1.2%

0.0%

1.9%

0.0%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滋賀県

(n=56)

京都府

(n=152)

大阪府

(n=373)

兵庫県

(n=151)

奈良県

(n=88)

和歌山県

(n=64)

鳥取県

(n=95)

島根県

(n=84)

岡山県

(n=180)

広島県

(n=100)

山口県

(n=89)

徳島県

(n=81)

香川県

(n=86)

愛媛県

(n=88)

高知県

(n=95)

福岡県

(n=307)

佐賀県

(n=95)

長崎県

(n=91)

熊本県

(n=94)

大分県

(n=84)

宮崎県

(n=78)

鹿児島県

(n=108)

沖縄県

(n=73)

認定及び予備試験

(n=43)

地域枠入学 地域枠入学以外 無回答



地域枠入学者の割合（臨床研修地別）
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10.5%

14.9%

67.3%

23.9%

5.2%

32.4%

0.0%

27.3%

9.6%

10.7%

14.1%

3.5%

3.0%

4.3%

4.7%

16.7%

27.9%

14.5%

20.7%

47.8%

14.0%

21.6%

8.0%

2.2%

30.8%

87.7%

83.0%

32.7%

73.1%

93.0%

67.6%

97.3%

70.5%

87.7%

86.9%

80.8%

95.1%

95.4%

94.3%

93.4%

80.0%

72.1%

84.2%

77.6%

50.0%

85.1%

76.5%

91.4%

95.7%

69.2%

1.7%

2.1%

0.0%

3.0%

1.7%

0.0%

2.7%

2.3%

2.7%

2.4%

5.1%

1.4%

1.6%

1.3%

1.9%

3.3%

0.0%

1.3%

1.7%

2.2%

0.8%

2.0%

0.6%

2.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=6,806)

北海道

(n=241)

青森県

(n=52)

岩手県

(n=67)

宮城県

(n=115)

秋田県

(n=68)

山形県

(n=74)

福島県

(n=88)

茨城県

(n=73)

栃木県

(n=84)

群馬県

(n=78)

埼玉県

(n=288)

千葉県

(n=305)

東京都

(n=1,042)

神奈川県

(n=423)

新潟県

(n=60)

富山県

(n=61)

石川県

(n=76)

福井県

(n=58)

山梨県

(n=46)

長野県

(n=121)

岐阜県

(n=102)

静岡県

(n=163)

愛知県

(n=417)

三重県

(n=91)

地域枠入学 地域枠入学以外 無回答

9.8%

3.6%

4.7%

5.1%

21.6%

27.5%

37.2%

29.5%

8.7%

10.7%

25.0%

31.3%

15.7%

19.1%

27.1%

6.0%

14.6%

16.9%

3.8%

19.7%

27.9%

22.2%

7.5%

84.3%

95.9%

93.7%

93.7%

78.4%

72.5%

62.8%

70.5%

90.0%

87.9%

73.2%

68.8%

84.3%

80.9%

70.8%

92.6%

82.9%

79.5%

96.2%

80.3%

72.1%

76.8%

90.6%

5.9%

0.6%

1.6%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

1.4%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

2.1%

1.4%

2.4%

3.6%

0.0%

0.0%

0.0%

1.0%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滋賀県

(n=51)

京都府

(n=169)

大阪府

(n=446)

兵庫県

(n=254)

奈良県

(n=102)

和歌山県

(n=69)

鳥取県

(n=43)

島根県

(n=44)

岡山県

(n=150)

広島県

(n=140)

山口県

(n=56)

徳島県

(n=48)

香川県

(n=70)

愛媛県

(n=68)

高知県

(n=48)

福岡県

(n=284)

佐賀県

(n=41)

長崎県

(n=83)

熊本県

(n=105)

大分県

(n=66)

宮崎県

(n=43)

鹿児島県

(n=99)

沖縄県

(n=106)

地域枠入学 地域枠入学以外 無回答



地域枠入学とマッチング採用の関係
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10.5%

10.5%

12.0%

87.7%

88.1%

86.7%

1.7%

1.4%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=6,806)

マッチングによる採用

(n=6,159)

マッチング採用以外

(n=415)

地域枠入学 地域枠入学以外 無回答

90.5%

90.4%

90.9%

6.1%

7.0%

6.0%

3.4%

2.6%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=6,806)

地域枠入学

(n=717)

地域枠入学以外

(n=5,970)

マッチングによる採用 マッチング採用以外 無回答



地域枠入学と臨床研修を行った病院種別の関係
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10.5%

11.2%

10.1%

87.7%

87.6%

88.3%

1.7%

1.2%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=6,806)

大学病院

(n=2,771)

臨床研修病院

(n=3,958)

地域枠入学 地域枠入学以外 無回答

40.7%

43.4%

40.7%

58.2%

55.8%

58.5%

1.1%

0.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=6,806)

地域枠入学

(n=717)

地域枠入学以外

(n=5,970)

大学病院 臨床研修病院 無回答



診療科ごとの平均研修期間（合計＝24か月換算）

※内科系・・・・・内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、神経内科、糖尿病内科、血液内科、アレルギー科、リウマチ科、感染症内科、心療内科
※外科系・・・・・外科、呼吸器外科、心臓血管外科、乳腺外科、気管食道外科、消化器外科、肛門外科、小児外科
※産婦人科・・・産婦人科、産科、婦人科 ※その他・・・放射線科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、耳鼻咽喉科 等 7

○平均の研修期間は、内科系が最も長く9.3か月であり、次いで救急2.5か月、外科系2.1か月、麻酔科1.8か月で
あり、地域保健・医療、小児科、産婦人科、精神科は1か月程度である。

【集計方法】
無回答者151名を集計対象外とし、6,655名について集計を行った。
診療科ごとのローテート期間の合計値を6,655で除して平均値を算出し、これを全診療科分足し合わせたところ、約24.07か月となったため、
診療科ごとのローテート期間の平均値に24/24.07を乗じ、補正した値をグラフに示している（平成30年についても同様の計算を行っている）。

【集計方法】
平成31年のデータを、臨床研修先の病院種別ごとに集計した。24か月換算の方法は上記の通り。
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0.9 

0.9 
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平成31年

（n=6,655）

平成30年

（n=6,299）

内科系 救急 地域保健・医療 外科系 麻酔科 小児科 産婦人科 精神科 その他

（月）
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1.0 
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1.7 
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1.1 

1.3 

0.8 

1.0 
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大学病院

（n=2,726）

臨床研修病院

（n=3,853）

内科系 救急 地域保健・医療 外科系 麻酔科 小児科 産婦人科 精神科 その他

（月）



臨床研修を行った病院を選んだ理由（最大3つまで）
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○臨床研修を行った病院を選んだ理由は、大学病院、大学病院以外の病院ともに「臨床研修のプログラムが充
実」が最も多く、「指導体制が充実」「多くの症例を経験できる」「様々な診療科・部門でバランス良い経験を積
める」が4位までを占めている点も共通している。

○ただし、大学病院以外の病院では、「多くの症例を経験できる」が「臨床研修のプログラムが充実」に匹敵する
ほど多くなっている。

※「専門医を取得するのに有利」「学位を取得するのに有利」以外

40.1%

16.7%

27.2%

13.3% 12.9%

25.3%
24.5%

6.3%

8.8%

6.0%

1.5%

10.5%

3.8%

9.5%

22.5%

20.2%

5.8%
6.4%

1.4%

10.0%

4.0% 4.1%

1.0%

38.4%

14.3%

29.4%

17.0%
18.0%

34.6%

24.4%

6.1%

8.2%

3.4%

0.6%

8.9%

7.2%

11.5%

7.8%

18.7%

4.7%

6.4%

1.8%

10.6%

4.5%
5.6%

0.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

大学病院(n=3,771) 大学病院以外の病院(n=2,671)



臨床研修を行った病院を選んだ理由（最大3つまで）
（地域枠入学者）

9
※「専門医を取得するのに有利」「学位を取得するのに有利」以外
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大学病院(n=419) 大学病院以外の病院(n=265)



出身地とキャリアパスの関係について
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出身地・医学部所在地・臨床研修地・希望勤務地の関係

11※出身地は高校卒業までに最も長く過ごした都道府県を指す。 ※データクリーニングの都合上、集計ごとに回答総数が異なる。

出身地と医学部所在地の関係（n=6,728） 出身地と希望勤務地の関係（n=6,577）出身地と臨床研修地の関係（n=6,767）

医学部所在地と臨床研修地の関係（n=6,732） 臨床研修地と希望勤務地の関係（n=6,583）医学部所在地と希望勤務地の関係（n=6,550）

出身地＝医学部所在地

37.1%

出身地≠医学部所在地

62.9%

出身地＝臨床研修地

50.5%

出身地≠臨床研修地

49.5%

出身地＝希望勤務地

49.6%

出身地≠希望勤務地

50.4%

医学部所在地＝臨床研修地

53.1%

医学部所在地≠臨床研修地

46.9%
医学部所在地＝希望勤務地

55.0%

医学部所在地≠希望勤務地

45.0%

臨床研修地＝希望勤務地

74.2%

臨床研修地≠希望勤務地

25.8%



出身地・医学部所在地・臨床研修地・希望勤務地の関係
（地域枠入学者）

12※出身地は高校卒業までに最も長く過ごした都道府県を指す。 ※データクリーニングの都合上、集計ごとに回答総数が異なる。

出身地と医学部所在地の関係（n=708） 出身地と希望勤務地の関係（n=698）出身地と臨床研修地の関係（n=715）

医学部所在地と臨床研修地の関係（n=709） 臨床研修地と希望勤務地の関係（n=699）医学部所在地と希望勤務地の関係（n=693）

出身地＝医学部所在地

71.3%

出身地≠医学部所在地

28.7%

出身地＝臨床研修地

75.7%

出身地≠臨床研修地

24.3%

出身地＝希望勤務地

75.4%

出身地≠希望勤務地

24.6%

医学部所在地＝臨床研修地

80.3%

医学部所在地≠臨床研修地

19.7%

医学部所在地＝希望勤務地

80.2%

医学部所在地≠希望勤務地

19.8%

臨床研修地＝希望勤務地

88.1%

臨床研修地≠希望勤務地

11.9%



医学部所在地・臨床研修地・希望勤務地と出身地の関係

※「全体」には、性別無回答が含まれる（以下、同様）。
※グラフの凡例は、「医学部所在地」「臨床研修病院所在地」「臨床研修後の希望勤務地」について、それぞれ出身地と同一都道府県であるか

否かを示している（例：「出身地以外→出身地以外→出身地」であれば、出身地以外で医学部を卒業して臨床研修を行い、出身地での勤務を希望する者を指す）。
※出身地は高校卒業までに最も長く過ごした都道府県を指す。 ※海外出身者及びデータ欠損者は除外している。 13

○医学部進学と同時に出身地を離れ、そのまま出身地に戻らないケースが最も多い（全体の4割弱）。
○次いで、出身地の医学部に進学し、そのまま出身地を離れないケースが多い（全体の1/4）。

26.8%

26.1%

28.4%

15.7%

15.0%

16.2%

3.1%

3.3%

2.8%

2.3%

1.9%

3.1%

4.1%

4.3%

3.7%

5.7%

5.2%

6.3%

5.0%

4.7%

5.6%

37.4%

39.5%

34.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=6,533)

男性

(n=4,069)

女性

(n=2,194)

出身地→出身地→出身地 出身地以外→出身地→出身地 出身地→出身地以外→出身地 出身地→出身地→出身地以外

出身地以外→出身地以外→出身地 出身地以外→出身地→出身地以外 出身地→出身地以外→出身地以外 出身地以外→出身地以外→出身地以外



医学部所在地・臨床研修地・希望勤務地と出身地の関係
（過去3年の比較）

※「全体」には、性別無回答が含まれる（以下、同様）。
※グラフの凡例は、「医学部所在地」「臨床研修病院所在地」「臨床研修後の希望勤務地」について、それぞれ出身地と同一都道府県であるか

否かを示している（例：「出身地以外→出身地以外→出身地」であれば、出身地以外で医学部を卒業して臨床研修を行い、出身地での勤務を希望する者を指す）。
※出身地は高校卒業までに最も長く過ごした都道府県を指す。 ※海外出身者及びデータ欠損者は除外している。 14

26.8%

25.0%

25.6%

15.7%

16.9%

17.1%

3.1%

3.6%

2.9%

2.3%

2.4%

2.7%

4.1%

3.8%

4.7%

5.7%

5.7%

4.9%

5.0%

5.1%

4.8%

37.4%

37.5%

37.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成31年

(n=6,533)

平成30年

(n=6,319)

平成29年

(n=6,273)

出身地→出身地→出身地 出身地以外→出身地→出身地 出身地→出身地以外→出身地 出身地→出身地→出身地以外

出身地以外→出身地以外→出身地 出身地以外→出身地→出身地以外 出身地→出身地以外→出身地以外 出身地以外→出身地以外→出身地以外



医学部所在地・臨床研修地・希望勤務地と出身地の関係
（地域枠入学者）

※「全体」には、性別無回答が含まれる（以下、同様）。
※グラフの凡例は、「医学部所在地」「臨床研修病院所在地」「臨床研修後の希望勤務地」について、それぞれ出身地と同一都道府県であるか

否かを示している（例：「出身地以外→出身地以外→出身地」であれば、出身地以外で医学部を卒業して臨床研修を行い、出身地での勤務を希望する者を指す）。
※出身地は高校卒業までに最も長く過ごした都道府県を指す。 ※海外出身者及びデータ欠損者は除外している。 15

62.7%

63.5%

60.9%

8.4%

8.4%

7.9%

3.2%

4.1%

2.3%

3.2%

2.5%

4.5%

1.2%

0.8%

1.5%

1.4%

1.8%

1.1%

2.6%

2.0%

3.8%

17.4%

17.0%

18.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=691)

男性

(n=394)

女性

(n=266)

出身地→出身地→出身地 出身地以外→出身地→出身地 出身地→出身地以外→出身地 出身地→出身地→出身地以外

出身地以外→出身地以外→出身地 出身地以外→出身地→出身地以外 出身地→出身地以外→出身地以外 出身地以外→出身地以外→出身地以外



臨床研修前後での
希望診療科の変化について

16



臨床研修前後での将来希望する診療科の変化①

※１・・・アンケート回答総数（6,806名）に対する割合
※２・・・内科系（内科、腎内、血内、糖尿病、呼内、循内、消内、神内、アレルギー、リウマチ、感染症、心療内科）
※３・・・外科系（外科、消化器外科、乳腺外科、呼吸器外科、心臓血管外科、気管食道外科、肛門外科、小児外科）
※４・・・産婦人科（産婦人科、産科、婦人科）

診療科
研修前 研修後 参考：全医師に

対する割合（平成

28年医師・歯科医
師・薬剤師調査）人数 割合※１ （参考H30） （参考H29） 人数 割合※１ （参考H30） （参考H29）

内科系※２ 2,522 37.1% 35.4% 35.6% 2,247 33.0% 31.7% 33.0% 37.3%

外科系※３ 756 11.1% 11.2% 11.4% 649 9.5% 9.0% 9.4% 9.2%

小児科 556 8.2% 8.0% 7.7% 415 6.1% 6.4% 6.4% 5.6%

産婦人科※４ 399 5.9% 5.5% 4.5% 348 5.1% 5.2% 4.2% 4.3%

麻酔科 214 3.1% 3.4% 3.5% 322 4.7% 4.9% 5.0% 3.0%

救急科 187 2.7% 2.4% 2.4% 204 3.0% 2.9% 2.7% 1.1%

精神科 226 3.3% 3.6% 4.0% 311 4.6% 4.6% 4.3% 5.1%

17

○研修前後で希望診療科の変化がみられる。

○研修後では、内科系、外科系、救急科、耳鼻咽喉科、脳神経外科、形成外科は対前年度比増となっている。
麻酔科、放射線科は減少傾向である。



診療科
研修前 研修後 参考：全医師に

対する割合（平成

28年医師・歯科医
師・薬剤師調査）人数 割合 （参考H30） （参考H29） 人数 割合 （参考H30） （参考H29）

皮膚科 178 2.6% 2.4% 2.4% 232 3.4% 3.6% 3.1% 3.0%

整形外科 369 5.4% 5.7% 6.2% 380 5.6% 6.1% 5.8% 7.0%

眼科 165 2.4% 2.4% 2.7% 220 3.2% 3.6% 3.3% 4.3%

耳鼻
咽喉科

149 2.2% 2.3% 2.0% 204 3.0% 2.8% 2.4% 3.0%

泌尿器科 145 2.1% 2.2% 2.1% 200 2.9% 2.9% 2.7% 2.3%

脳神経
外科

166 2.4% 2.4% 2.3% 189 2.8% 2.4% 2.4% 2.4%

放射線科 117 1.7% 2.0% 2.2% 151 2.2% 2.8% 3.4% 2.2%

病理
診断科

52 0.8% 0.7% 0.9% 64 0.9% 0.9% 1.0% 0.6%

形成外科 112 1.6% 1.7% 1.6% 164 2.4% 1.9% 1.9% 0.9%

リハビリ科 26 0.4% 0.6% 0.4% 43 0.6% 0.8% 0.6% 0.8%

その他
無回答

467 6.9% 8.3% 8.1% 463 6.8% 7.6% 8.5% －

18

臨床研修前後での将来希望する診療科の変化②



臨床研修前後での将来希望する診療科の変化（男女別割合）

19

○男女別にみると、産婦人科、皮膚科、形成外科は、女性の割合が研修前後とも5割を超えている。

診療科

研修前 研修後

合計
男性 女性

合計
男性 女性

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

内科系 2,522 1,653 65.5% 757 30.0% 2,247 1,482 66.0% 678 30.2%

外科系 756 558 73.8% 164 21.7% 649 460 70.9% 158 24.3%

小児科 556 284 51.1% 257 46.2% 415 229 55.2% 174 41.9%

産婦人科 399 130 32.6% 257 64.4% 348 130 37.4% 203 58.3%

麻酔科 214 95 44.4% 113 52.8% 322 133 41.3% 171 53.1%

救急科 187 129 69.0% 49 26.2% 204 131 64.2% 63 30.9%

精神科 226 147 65.0% 69 30.5% 311 207 66.6% 94 30.2%

皮膚科 178 55 30.9% 115 64.6% 232 72 31.0% 151 65.1%

整形外科 369 307 83.2% 49 13.3% 380 312 82.1% 54 14.2%

眼科 165 91 55.2% 65 39.4% 220 104 47.3% 104 47.3%

耳鼻咽喉科 149 98 65.8% 44 29.5% 204 129 63.2% 65 31.9%

泌尿器科 145 112 77.2% 25 17.2% 200 158 79.0% 34 17.0%

脳神経外科 166 135 81.3% 22 13.3% 189 153 81.0% 24 12.7%

放射線科 117 85 72.6% 27 23.1% 151 104 68.9% 35 23.2%

病理診断科 52 26 50.0% 23 44.2% 64 30 46.9% 30 46.9%

形成外科 112 46 41.1% 64 57.1% 164 71 43.3% 91 55.5%

リハビリ科 26 14 53.8% 9 34.6% 43 27 62.8% 14 32.6%

その他
無回答

467 258 55.2% 172 36.8% 463 291 62.9% 138 29.8%



診療科

研修前 研修後

合計
男性 女性

合計
男性 女性

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

内科系 276 169 61.2% 95 34.4% 251 153 61.0% 88 35.1%

外科系 81 57 70.4% 22 27.2% 76 52 68.4% 21 27.6%

小児科 73 42 57.5% 27 37.0% 57 36 63.2% 17 29.8%

産婦人科 61 18 29.5% 41 67.2% 53 14 26.4% 36 67.9%

麻酔科 26 8 30.8% 17 65.4% 37 13 35.1% 23 62.2%

救急科 16 9 56.3% 6 37.5% 20 16 80.0% 4 20.0%

精神科 19 10 52.6% 7 36.8% 27 16 59.3% 10 37.0%

皮膚科 14 1 7.1% 12 85.7% 25 2 8.0% 22 88.0%

整形外科 31 29 93.5% 1 3.2% 29 25 86.2% 2 6.9%

眼科 11 3 27.3% 6 54.5% 22 8 36.4% 10 45.5%

耳鼻咽喉科 15 7 46.7% 6 40.0% 21 8 38.1% 12 57.1%

泌尿器科 13 11 84.6% 2 15.4% 15 11 73.3% 3 20.0%

脳神経外科 16 11 68.8% 4 25.0% 13 10 76.9% 2 15.4%

放射線科 9 6 66.7% 2 22.2% 9 9 100% 0 0%

病理診断科 4 3 75.0% 1 25.0% 5 2 40.0% 3 60.0%

形成外科 10 5 50.0% 5 50.0% 9 4 44.4% 5 55.6%

リハビリ科 3 1 33.3% 2 66.7% 5 4 80.0% 1 20.0%

その他
無回答

39 18 46.2% 18 46.2% 43 25 58.1% 15 34.9%

臨床研修前後での将来希望する診療科の変化（男女別割合）
（地域枠入学者）

20



希望進路別の集計

21



勤務を希望する病院等を選んだ理由（最大3つまで）

22

○勤務を希望する病院等を選んだ理由について、「臨床研修修了後の研修プログラムが優れている」 「優れた
指導者がいる」 「高度な技術や知識を習得できる」「専門医取得につながる」が多い。

○病院種別ごとに大きな差があるものとして、大学病院では「出身大学である」「専門医取得につながる」が多
く、大学病院以外の病院では「優れた指導者がいる」「臨床研修を受けた病院である」が多い。

29.6%

30.9%

39.8%

5.4%

14.8%

1.6%

41.1%

7.5%

35.8%

12.6%

2.0%

3.6%

5.2%

17.3%

5.6%

3.7%
2.4% 2.8%

4.2%
5.0%

1.0%

33.8%

38.9%
39.6%

2.9%

18.1%

3.7%

31.8%

2.5%

4.0%

19.6%

0.4%

13.8%

6.1%

12.5%

4.7%

7.1% 7.2%

2.8%

5.8%

7.5%

1.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

大学病院(n=3,771) 大学病院以外の病院(n=2,671)



専門研修実施予定

23

○大学病院での勤務を希望する者の方が、大学病院以外の病院での勤務を希望する者よりも、専門研修を行う
割合が高い。

＜全体＞

＜地域枠＞

92.5%

96.0%

88.7%

2.3%

0.9%

4.3%

1.2%

0.2%

2.5%

2.4%

1.6%

3.3%

1.6%

1.2%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=3,771）

大学病院以外の病院

（n=2,671）

専門研修を行う 来年は専門研修を行わない 専門研修を行う予定がない わからない・まだ決めていない 無回答

93.4%

97.4%

87.9%

2.2%

0.2%

5.7%

1.0%

0.2%

2.3%

2.4%

1.2%

3.4%

1.0%

1.0%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=717）

大学病院

（n=419）

大学病院以外の病院

（n=265）

専門研修を行う 来年は専門研修を行わない 専門研修を行う予定がない わからない・まだ決めていない 無回答



専門研修を行う分野

24

○全体では、内科が最も多く、次いで外科が多い。大学病院での勤務を希望する者の方が、大学病院以外の病
院での勤務を希望する者と比べて、専門研修を行う分野のバラつきがある。

※「専門研修を行う」と回答した者。

32.8%

27.6%

40.7%

6.5%

5.3%

8.8%

3.7%

5.2%

1.4%

4.7%

5.5%

3.3%

10.1%

8.4%

12.4%

6.0%

6.3%

5.4%

5.4%

6.0%

4.3%

3.6%

5.0%

1.3%

3.3%
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1.9%

3.2%

3.8%

2.3%

3.1%

3.5%

2.3%

2.6%

3.4%

1.4%

5.5%

6.4%

4.3%

1.1%

1.3%

0.8%

0.1%

0.2%

0.1%

3.2%

2.8%

3.7%

2.4%

3.3%

1.4%

0.7%

0.7%

0.6%

1.8%

0.8%

3.3%

0.2%

0.2%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,297）

大学病院

（n=3,621）

大学病院以外の病院

（n=2,368）

内科 小児科 皮膚科 精神科 外科 整形外科 産婦人科

眼科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 脳神経外科 放射線科 麻酔科 病理

臨床検査 救急科 形成外科 リハビリテーション科 総合診療 無回答



専門研修を行う分野（地域枠入学者）

25※「専門研修を行う」と回答した者。

34.0%

30.6%

40.3%

8.8%

7.8%

11.6%

3.6%

4.9%

1.3%

3.7%

3.9%

3.4%

11.0%

9.3%

14.6%

4.2%

3.9%

4.3%

7.2%

9.3%

3.4%

3.3%

4.9%

0.9%

3.1%

3.9%

1.7%

2.2%

2.2%

1.7%

2.1%

2.7%

0.9%

1.8%

2.2%

0.9%

6.0%

5.6%

6.4%

0.7%

1.0%

0.4%

0.1%

0.2%

0.0%

3.1%

2.9%

2.1%

1.3%

1.5%

1.3%

0.7%

0.7%

0.9%

2.7%

2.0%

3.9%

0.1%

0.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=670）

大学病院

（n=408）

大学病院以外の病院

（n=233）

内科 小児科 皮膚科 精神科 外科 整形外科 産婦人科

眼科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 脳神経外科 放射線科 麻酔科 病理

臨床検査 救急科 形成外科 リハビリテーション科 総合診療 無回答



専門研修プログラムを選ぶ際、希望分野を優先して
研修を行う都道府県を変更したか（希望勤務地別）
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88.6%

89.7%

88.1%
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4.9%

17.9%

16.3%

12.7%

17.4%

17.1%

11.5%

10.5%

10.3%

11.9%
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0.0%
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0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

1.0%

0.9%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=6,297)

北海道

(n=216)

青森県

(n=50)

岩手県

(n=60)

宮城県

(n=95)

秋田県

(n=40)

山形県

(n=64)

福島県

(n=61)

茨城県

(n=78)

栃木県

(n=80)

群馬県

(n=63)

埼玉県

(n=161)

千葉県

(n=205)

東京都

(n=1,280)

神奈川県

(n=343)

新潟県

(n=58)

富山県

(n=42)

石川県

(n=73)

福井県

(n=49)

山梨県

(n=40)

長野県

(n=90)

岐阜県

(n=67)

静岡県

(n=125)

愛知県

(n=363)

三重県

(n=73)

いいえ はい 無回答

88.1%

87.0%

89.5%

86.2%

86.3%

86.0%

97.7%

89.7%

86.8%

89.4%

86.1%

87.2%

92.7%

91.7%

90.6%

90.3%

86.1%

83.3%

91.9%

93.5%

91.7%

85.2%

87.5%

50.0%

11.9%

12.3%

10.0%

13.4%

12.5%

10.5%

2.3%

10.3%

13.2%

8.8%

13.9%

12.8%

7.3%

8.3%

9.4%

9.4%

11.1%

12.1%

8.1%

6.5%

8.3%

13.6%

12.5%

50.0%

0.0%

0.6%

0.4%

0.4%

1.3%

3.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.3%

2.8%

4.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滋賀県

(n=42)

京都府

(n=162)

大阪府

(n=448)

兵庫県

(n=246)

奈良県

(n=80)

和歌山県

(n=57)

鳥取県

(n=44)

島根県

(n=29)

岡山県

(n=136)

広島県

(n=113)

山口県

(n=36)

徳島県

(n=47)

香川県

(n=55)

愛媛県

(n=60)

高知県

(n=32)

福岡県

(n=320)

佐賀県

(n=36)

長崎県

(n=66)

熊本県

(n=99)

大分県

(n=46)

宮崎県

(n=36)

鹿児島県

(n=81)

沖縄県

(n=64)

海外

(n=2)

いいえ はい 無回答
26



専門研修プログラムを選ぶ際、希望する都道府県を優先して
専攻する分野を変更したか（希望勤務地別）

97.2%

97.7%

100.0%

100.0%

93.7%

100.0%

96.9%

98.4%

96.2%

98.8%

96.8%

92.5%

97.6%

97.0%

98.3%

100.0%

97.6%

100.0%

98.0%

97.5%

97.8%

98.5%

98.4%

97.5%

94.5%

2.2%

0.9%

0.0%

0.0%

6.3%

0.0%

3.1%

1.6%

3.8%

1.3%

3.2%

6.2%

1.5%

2.2%

0.9%

0.0%

2.4%

0.0%

2.0%

2.5%

2.2%

1.5%

0.8%

2.5%

4.1%

0.6%

1.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

1.0%

0.9%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=6,297)

北海道

(n=216)

青森県

(n=50)

岩手県

(n=60)

宮城県

(n=95)

秋田県

(n=40)

山形県

(n=64)

福島県

(n=61)

茨城県

(n=78)

栃木県

(n=80)

群馬県

(n=63)

埼玉県

(n=161)

千葉県

(n=205)

東京都

(n=1,280)

神奈川県

(n=343)

新潟県

(n=58)

富山県

(n=42)

石川県

(n=73)

福井県

(n=49)

山梨県

(n=40)

長野県

(n=90)

岐阜県

(n=67)

静岡県

(n=125)

愛知県

(n=363)

三重県

(n=73)

いいえ はい 無回答

97.6%

100.0%

98.4%

95.5%

95.0%

94.7%

97.7%

100.0%

97.1%

97.3%

100.0%

97.9%

100.0%

95.0%

96.9%

97.5%

97.2%

90.9%

100.0%

100.0%

88.9%

93.8%

98.4%

100.0%

2.4%

0.0%

1.1%

4.1%

3.8%

3.5%

2.3%

0.0%

2.9%

0.9%

0.0%

2.1%

0.0%

5.0%

3.1%

2.2%

0.0%

4.5%

0.0%

0.0%

11.1%

4.9%

1.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.4%

0.4%

1.3%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.3%

2.8%

4.5%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滋賀県

(n=42)

京都府

(n=162)

大阪府

(n=448)

兵庫県

(n=246)

奈良県

(n=80)

和歌山県

(n=57)

鳥取県

(n=44)

島根県

(n=29)

岡山県

(n=136)

広島県

(n=113)

山口県

(n=36)

徳島県

(n=47)

香川県

(n=55)

愛媛県

(n=60)

高知県

(n=32)

福岡県

(n=320)

佐賀県

(n=36)

長崎県

(n=66)

熊本県

(n=99)

大分県

(n=46)

宮崎県

(n=36)

鹿児島県

(n=81)

沖縄県

(n=64)

海外

(n=2)

いいえ はい 無回答
27



専門研修プログラムを選ぶ際、希望する都道府県を優先して
専攻する分野を変更したか（希望勤務地別）（地域枠入学者）

95.5%

93.5%

100.0%

100.0%

75.0%

100.0%

100.0%

83.3%

90.9%

90.0%

66.7%

100.0%

93.8%

100.0%

100.0%

94.1%

100.0%

100.0%

100.0%

92.9%

100.0%

100.0%

90.0%

96.3%

3.6%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

16.7%

9.1%

10.0%

33.3%

0.0%

6.3%

0.0%

0.0%

5.9%

0.0%

0.0%

0.0%

7.1%

0.0%

0.0%

10.0%

3.7%

0.9%

6.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=670)

北海道

(n=31)

青森県

(n=38)

岩手県

(n=20)

宮城県

(n=4)

秋田県

(n=16)

福島県

(n=22)

茨城県

(n=6)

栃木県

(n=11)

群馬県

(n=10)

埼玉県

(n=9)

千葉県

(n=6)

東京都

(n=48)

神奈川県

(n=21)

新潟県

(n=9)

富山県

(n=17)

石川県

(n=9)

福井県

(n=12)

山梨県

(n=24)

長野県

(n=14)

岐阜県

(n=19)

静岡県

(n=13)

愛知県

(n=10)

三重県

(n=27)

いいえ はい 無回答

100.0%

100.0%

100.0%

87.5%

94.7%

88.9%

92.9%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

92.3%

90.9%

100.0%

66.7%

80.0%

100.0%

100.0%

90.9%

89.5%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

5.6%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.7%

9.1%

0.0%

0.0%

10.0%

0.0%

0.0%

9.1%

10.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.3%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滋賀県

(n=4)

京都府

(n=4)

大阪府

(n=22)

兵庫県

(n=8)

奈良県

(n=19)

和歌山県

(n=18)

鳥取県

(n=14)

島根県

(n=11)

岡山県

(n=13)

広島県

(n=12)

山口県

(n=12)

徳島県

(n=12)

香川県

(n=7)

愛媛県

(n=13)

高知県

(n=11)

福岡県

(n=16)

佐賀県

(n=3)

長崎県

(n=10)

熊本県

(n=4)

大分県

(n=11)

宮崎県

(n=11)

鹿児島県

(n=19)

沖縄県

(n=5)

海外

(n=0)

いいえ はい 無回答 28



専門研修プログラムを選ぶ際、希望する都道府県を優先して
専攻する分野を変更した人数（地域枠入学者）

29

人数 割合

内科 ４ 16.7％

産婦人科 ４ 16.7％

小児科 ２ 8.3％

皮膚科 ２ 8.3％

外科 ２ 8.3％

精神科 １ 4.2％

整形外科 １ 4.2％

耳鼻咽喉科 １ 4.2％

救急科 １ 4.2％

形成外科 １ 4.2％

無回答 ５ 20.8％

合計 ２４ 100％



医局入局予定

30

○大学病院での勤務を希望する者では約97%、大学病院以外の病院での勤務を希望する者では5割強が医局
入局予定となっている。

※「全体」には、希望勤務先として「診療所を開設」「臨床医以外の進路（基礎医学、行政機関等）」を回答した者や無回答が含まれる（以下、同様）。

47.4%

59.3%

30.8%

31.9%

37.8%

23.8%

11.5%

0.6%

26.8%

8.2%

1.4%

18.0%

1.1%

0.8%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=3,771）

大学病院以外の病院

（n=2,671）

卒業大学の医局 卒業した大学以外の医局 入局する予定はない わからない・まだ決めていない 無回答

＜全体＞

＜地域枠＞

69.7%

81.9%

51.3%

13.8%

15.0%

11.7%

9.9%

1.2%

23.4%

5.9%

1.0%

13.2%

0.7%

1.0%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=717）

大学病院

（n=419）

大学病院以外の病院

（n=265）

卒業大学の医局 卒業した大学以外の医局 入局する予定はない わからない・まだ決めていない 無回答



博士（医学）取得希望

31

○博士（医学）取得を希望する者は全体の4割で、大学病院での勤務を希望する者の方が、大学病院以外の病
院での勤務を希望する者よりもその割合が高い。

39.2%

41.7%

35.6%

17.7%

14.9%

21.6%

42.0%

42.6%

42.0%

1.1%

0.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=3,771）

大学病院以外の病院

（n=2,671）

はい いいえ わからない・まだ決めていない 無回答



診療能力等についての指導の
有無と自己評価

32



診療能力等についての指導の有無と自己評価
一般外来における診療能力

33

2.0%

2.3%

1.8%

7.0%

8.6%

5.9%

29.6%

33.0%

27.2%

38.6%

36.7%

40.2%

21.7%

18.4%

24.2%

1.1%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり指導がなかった） 2 3 4 5（よく指導された） 無回答

1.8%

2.3%

1.5%

7.9%

9.7%

6.6%

36.5%

39.7%

34.5%

37.6%

34.0%

40.3%

15.1%

13.4%

16.4%

1.1%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまりできていない） 2 3 4 5（よくできている） 無回答



診療能力等についての指導の有無と自己評価
病棟における診療能力

34

0.4%

0.2%

0.5%

1.8%

1.7%

1.9%

23.5%

25.6%

22.1%

46.7%

48.0%

46.1%

26.5%

23.7%

28.7%

1.0%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり指導がなかった） 2 3 4 5（よく指導された） 無回答

0.4%

0.5%

0.4%

2.6%

2.8%

2.6%

32.0%

34.4%

30.5%

46.6%

44.7%

48.1%

17.3%

16.6%

17.8%

1.1%

1.0%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまりできていない） 2 3 4 5（よくできている） 無回答



診療能力等についての指導の有無と自己評価
初期救急における診療能力

35

0.7%

0.8%

0.6%

2.9%

4.0%

2.1%

21.7%

26.1%

18.7%

42.0%

43.0%

41.5%

31.7%

25.2%

36.4%

1.0%

0.9%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり指導がなかった） 2 3 4 5（よく指導された） 無回答

0.6%

0.9%

0.4%

3.6%

5.8%

2.0%

30.0%

36.0%

25.8%

44.2%

40.2%

47.3%

20.5%

16.1%

23.7%

1.0%

0.9%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまりできていない） 2 3 4 5（よくできている） 無回答



診療能力等についての指導の有無と自己評価
地域医療における診療能力

36

0.8%

1.2%

0.6%

4.0%

4.6%

3.5%

30.8%

32.9%

29.6%

40.5%

39.9%

41.0%

22.8%

20.5%

24.6%

1.0%

0.9%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり指導がなかった） 2 3 4 5（よく指導された） 無回答

0.8%

1.2%

0.5%

4.8%

5.9%

4.1%

38.1%

40.3%

36.8%

39.5%

37.0%

41.4%

15.7%

14.7%

16.4%

1.1%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまりできていない） 2 3 4 5（よくできている） 無回答



診療能力等についての指導の有無と自己評価
「1」または「2」と回答した割合（全体）

3.1%

2.6%

3.2%

1.9%

1.7%

3.3%

2.0%

2.3%

3.9%

2.4%

3.1%

2.3%

2.6%

2.4%

4.6%

4.4%

11.9%

13.6%

3.7%

3.8%

9.0%

9.7%

2.2%

3.0%

3.6%

4.2%

4.8%

5.6%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14%

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価
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医療の持つ社会的側面を踏まえた指導の有無と理解度
地域包括ケアシステムの推進

38

2.7%

3.0%

2.6%

12.5%

12.9%

12.3%

40.2%

42.4%

38.9%

29.4%

28.1%

30.3%

14.1%

12.7%

15.3%

1.0%

0.9%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり指導がなかった） 2 3 4 5（よく指導された） 無回答

2.8%

3.4%

2.3%

13.3%

13.3%

13.3%

45.0%

45.6%

44.8%

27.2%

26.5%

27.8%

10.8%

10.2%

11.1%

1.1%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり理解できなかった） 2 3 4 5（よく理解している） 無回答



医療の持つ社会的側面を踏まえた指導の有無と理解度
災害や感染症パンデミックなどの非日常的な医療需要

39

3.6%

3.5%

3.6%

14.2%

14.7%

14.0%

39.0%

41.6%

37.4%

28.4%

26.1%

30.1%

13.8%

13.1%

14.3%

1.1%

1.1%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり指導がなかった） 2 3 4 5（よく指導された） 無回答

3.7%

3.9%

3.6%

15.7%

16.1%

15.5%

43.7%

45.1%

42.8%

25.5%

23.3%

27.3%

10.3%

10.6%

10.2%

1.1%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり理解できなかった） 2 3 4 5（よく理解している） 無回答



医療の持つ社会的側面を踏まえた指導の有無と理解度
AMR予防を意識した抗生物質・抗菌薬の適正使用

40

1.2%

1.1%

1.3%

5.9%

6.0%

5.9%

32.8%

35.8%

30.9%

36.8%

36.1%

37.5%

22.2%

20.1%

23.8%

1.1%

1.0%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり指導がなかった） 2 3 4 5（よく指導された） 無回答

1.1%

1.2%

1.1%

6.9%

7.8%

6.3%

40.0%

41.7%

39.0%

35.6%

34.4%

36.7%

15.3%

14.1%

16.3%

1.0%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=6,806）

大学病院

（n=2,771）

臨床研修病院

（n=3,958）

1（あまり理解できなかった） 2 3 4 5（よく理解している） 無回答



医療の持つ社会的側面を踏まえた指導の有無と理解度
「1」または「2」と回答した割合（全体）

17.6%

18.9%

19.5%

21.5%

12.2%

13.4%

13.9%

14.4%

15.2%

16.1%

17.8%

19.4%

18.7%

19.7%

7.1%

8.0%

12.0%

13.0%

0% 5% 10% 15% 20%

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価

指導の有無

自己評価
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地域医療研修の効果（複数回答可）

42

○大学病院で臨床研修を受けた者、臨床研修病院で臨床研修を受けた者ともに、「地域医療への関心が高まっ
た」が最も多く、次いで「退院支援の理解が深まった」が多かった。

66.8%

16.8%

32.0%

25.9%

21.3%

26.3%

22.7%

24.6%

17.9%

27.2%

25.1%

16.7%

22.1%

1.9%

64.7%

16.2%

36.6%

30.0%

23.7%

28.0%

26.3%

24.2%

18.1%

29.3%

27.7%

16.9%

24.4%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域医療への関心が高まった

地域医療に従事したいと考えるようになった

退院支援（退院後における在宅医療の環境整備、リハビリテーション等）の理解が深まった

病病・病診・診診連携、他病院からの受入等（地域連携担当部署の業務）の理解が深まった

地域包括ケア・介護関係の業務（主治医意見書作成、ケアカンファレンス参加等）の理解が深まった

緩和ケア・終末期医療・看取りの理解が深まった

一次救急の対応ができるようになった

外来診療の診療能力が高まった

在宅医療の診療能力が高まった

チーム医療（関係職種と連携した栄養管理、リハビリテーション、褥瘡対策等）の理解が深まった

他職種連携（社会福祉士、介護支援専門員（ケアマネジャー）等と連携した業務）の理解が深まった

予防医療への理解が深まった

幅広い疾病・症候に対する総合的な診療能力が高まった

無回答

大学病院（n=2,771） 臨床研修病院（n=3,958）



臨床研修で身に付いた臨床知識、技術、態度
「あまり自信がない、ひとりでは不安がある」または

「できない」と回答した割合（全体、降順）

57.8%

54.2%

50.4%

43.9%

43.3%

42.6%

42.2%

37.5%

35.8%

32.6%

32.5%

32.4%

32.4%

31.2%

31.2%

30.5%

29.6%

29.5%

29.0%

28.3%

28.1%

27.9%

27.3%

26.6%

25.8%

25.4%

23.4%

23.3%

23.1%

23.0%

22.2%

21.2%

21.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

眼底所見により､動脈硬化の有無を判定できる

双手診により女性附属器の腫脹を触知できる

日常よく行う処置､検査等の保険点数を知っている

小児の精神運動発達の異常を判断できる

データの種類に応じて適切な統計学的解析ができる

妊娠の初期兆候を把握できる

鼓膜を観察し､異常の有無を判定できる

うつ病の診断基準を述べることができる

尿沈査の鏡検で､赤血球､白血球､円柱を区別できる

在宅医療を希望する末期患者のために､環境整備を指導できる

精神科領域の薬物治療に伴うことの多い障害について理解し､適切な検査･処置ができる

関節可動域を検査できる

在宅医療の適応の判断ができる

代表的な精神科疾患について､診断および治療ができる

骨折､脱臼､捻挫の鑑別診断ができる

社会福祉施設等の役割について理解し､連携をとることができる

小児の採血､点滴ができる

直腸診で前立腺の異常を判断できる

禁煙指導ができる

グラム染色を行い､結果の解釈ができる

地域の精神保健福祉に関する支援体制状況に関する知識を持ち､適切な連携をとることができる

地域の医療資源を活用し､入院患者の退院後も継続性のある医療を提供できるよう調整することができる

医療費や社会福祉サービスに関する患者､家族の相談に応じ､解決法を指導できる

傷病の基本的処置として､デブリードマンができる

緩和ケア（WHO方式がん疼痛治療法を含む）のチーム医療に参加できる

内分泌学的検査の適応が判断でき､結果の解釈ができる

研究デザインを理解して､論文を読むことができる

ソーシャルワーカーの役割を理解し､協同して患者ケアを行える

学会で症例報告ができる

精神科コ・メディカルスタッフ（PSW等）の業務を理解し､連携してケアを行うことができる

超音波検査を自ら実施し､胆管拡張の判定ができる

髄液検査の適応が判断でき､結果の解釈ができる

甲状腺の触診ができる 43



臨床研修で身に付いた臨床知識、技術、態度
「あまり自信がない、ひとりでは不安がある」または

「できない」と回答した割合（全体、降順）

21.0%

20.0%

19.6%

19.3%

19.2%

18.6%

18.5%

18.2%

16.0%

15.6%

15.6%

15.4%

14.8%

13.9%

13.6%

13.5%

13.1%

12.4%

12.4%

12.3%

12.2%

12.1%

11.5%

11.4%

11.3%

10.5%

10.3%

10.2%

10.2%

9.6%

9.4%

8.9%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

血液型クロスマッチを行い､結果の判定ができる

皮膚の所見を記述できる

糖尿病患者への健康教育（健康相談および指導）ができる

レスピレーターを装着し､調節できる

術後起こりうる合併症及び異常に対して基本的な対処ができる

診療上湧き上がってきた疑問点について､Medlineで文献検索ができる

患者の知識や関心のレベルに応じた健康教育ができる

末期患者の家族に病気を説明し､家族の心理的不安を受け止めることができる

患児の身体的苦痛のみならず､精神的ｹｱにも配慮できる

血液免疫血清学的検査の適応が判断でき､結果の解釈ができる

医療人として必要な姿勢･態度について後輩のロールモデルになることができる

患児の年齢や理解度に応じた説明ができる

心尖拍動を触知できる

腰椎穿刺を実施できる

患者の身体的側面だけでなく､心理社会的側面に配慮した治療ができる

自己決定できない患者での代理決定について判断できる

医療上の安全確認の基本的な考え方を理解し､実施できる

医療事故防止及び事故後の対処について､マニュアルなどに沿って行動できる

便の潜血反応を実施し､結果を解釈することができる

心電図検査を自ら実施し､不整脈の鑑別診断ができる

心雑音を聴取し､記載できる

電気的除細動の適応を挙げ､実施できる

基本的な臨床知識･技術について後輩を指導することができる

胸部単純X線でシルエットサインを判定できる

肺機能検査で閉塞性換気障害の判定ができる

胸部CTで肺癌による所見を見出すことができる

ショックの診断と治療ができる

輸液の種類と適応を挙げ､輸液の量を決定できる

高齢者の身体的､精神的､社会的活動性をできるだけ良好に維持するような治療法を提示することができる

術前患者の不安に対し､心理的配慮をした処置ができる

院内感染対策（Standard Precautionsを含む）の基本を理解し､実施できる

頭部MRI検査の適応が判断でき､脳梗塞を判定できる

局所浸潤麻酔とその副作用に対する処置が行える 44



臨床研修で身に付いた臨床知識、技術、態度
「あまり自信がない、ひとりでは不安がある」または

「できない」と回答した割合（全体、降順）

8.6%

8.4%

8.4%

8.4%

8.2%

8.1%

8.1%

8.1%

7.8%

7.3%

7.2%

7.0%

7.0%

6.3%

6.1%

5.9%

5.8%

5.6%

5.5%

4.8%

4.6%

3.8%

3.7%

3.6%

3.5%

2.8%

2.8%

2.7%

2.5%

2.2%

2.2%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

診療計画（診断、治療、患者・家族への説明を含む）を作成できる

気管挿管ができる

髄膜刺激所見をとることができる

救急患者の重症度および緊急度を判断できる

皮膚縫合法を実施できる

インフォームドコンセントをとることが実施できる

診療ガイドラインやクリティカルパスを理解し活用できる

高齢者の聴力･視力･認知面での障害の有無に配慮した､病歴聴取を行うことができる

抗菌薬の作用･副作用を理解し､処方できる

高齢者の症状が非特異的､非典型的であることを理解して､身体所見をとることができる

患者の基本的権利について説明できる

カンファレンス等で簡潔に受持患者のプレゼンテーションできる

ラ音を聴取し､記載できる

導尿法を実施できる

腹部単純X線でイレウスを判定できる

指導医や専門医に適切なタイミングでコンサルテーションができる

診療録（退院時サマリーを含む）をPOSに従って記載し管理できる

血液凝固機構に関する検査を指示し､結果を判定できる

患者と非言語的コミュニケーションができる

筋性防御の有無を判定できる

血液ガス分析の適応が判断でき､結果の解釈ができる

簡易検査（血糖、電解質、尿素窒素など）の適応が判断でき､結果の解釈ができる

守秘義務を果たし､プライバシーへの配慮ができる

血算･白血球分画検査の適応が判断でき､結果の解釈ができる

血液生化学的検査の適応が判断でき､結果の解釈ができる

心マッサージができる

患者の解釈モデルを聞きだすことができる

患者の病歴を系統的に聴取できる

静脈血採血が正しくできる

動脈血採血が正しくできる

手術の手洗いが適切にできる

バイタルサインを取ることができる 45


